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給与

人事行政の人事行政の運営等の公表

勤務時間、その他勤務条件

分限・懲戒処分

服務研修・勤務成績評定

任免・職員数

人件費の状況（令和 6 年度一般会計決算）
人件費 9 億 7,720 万円

職員給与費の状況（令和 7 年度一般会計予算）

職員数
給与費

給料 職員手当等 期末・勤勉手当 計

107 人
（ 39 人）

3億9,744万円
（1 億 320 万円）

4,656 万円
（ 126 万円）

1億5,389万円
（ 3,761万円）

5億9,789万円
（1億4,207万円）

※職員数 109 人のうち、2 人分の給料を介護保険事業特別会計に
　おいて計上しているため、給料の職員数については 107 人とな
　ります。
※（　）内は、フルタイム会計年度任用職員で、外書きとします。

職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和7年4月実績）
職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.2 歳 318,104 円 337,408 円

技能労務職 ‐ ‐ ‐
※該当者が 3 人以下の箇所は非記載となります。

職員の初任給の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
職種 学歴 初任給 2 年後給料

一般行政職
大学卒 220,000 円 238,900 円

高校卒 188,000 円 199,400 円

技能労務職
大学卒 207,400 円 218,400 円

高校卒 179,100 円 186,900 円

一般行政職の級別職員数の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

事務補、技術補
主事補、技師補 主事・技師 主査 係長 課長補佐等

課長等 課長等

職員数 20 人 13 人 15 人 30 人 7 人 16 人

昇給期間の短縮の状況（令和 6 年度実績及び令和 5 年度実績）
区分 職員数 普通昇給期間を短縮して昇給した職員数

令和 6 年度 157 人 0 人

令和 5 年度 155 人 0 人

職員手当の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

7 年度 6 月期 12 月期 計 平均支給額
（6 年度実績 1 人当たり）

期末手当 1.25 月分 1.25 月分 2.50 月分
1,610,136 円

勤勉手当 1.05 月分 1.05 月分 2.10 月分

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 最高限度

退職手当
自己都合 19.6695 月分 28.0395 月分 34.7355 月分 47.709 月分
勧奨・定年 24.586875 月分 33.27075 月分 40.80375 月分 47.709 月分

6 年度 1 人当たり平均支給額　6,728 千円（17 人）

令和 6 年度 支給実績 支給職員 1 人当たり
平均支給年額

職員全体に占める
手当支給職員割合

特殊勤務手当
（9 種類） 10,216 千円 300,462 円 21.6％

区分 支給年度 支給実績 平均支給額
（支給職員 1 人当たり）

時間外勤務手当
令和 6 年度決算 21,383 千円 136,200 円
令和 5 年度決算 20,574 千円 162,395 円

区分 支給対象者 支給金額 支給実績
（6 年度）

扶養手当

配偶者 3,000 円

8,612 千円
子 11,500 円
父母等 6,500 円
満 15 ～ 22 歳まで子 1 人加算 5,000 円

住居手当
借家、借間居住者の支給限度額 28,000 円

8,731 千円
自宅所有者　取得後 5 年まで 10,000 円

通勤手当
交通機関利用者は運賃に応じ支給

506 千円
自家用車使用者は距離に応じ支給

管理職手当
給料月額に次の割合を乗じる
課長等　　　　100 分の 9
課長補佐等　　100 分の 7
医師　　　　　100 分の 13

12,633 千円

特別職の報酬等の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当
（7 年度支給割合）

退職手当算定方式
（12 月につき）

町 長 786,000 円

4.60 月分

5.126 月分
副 町 長 629,000 円 3.234 月分
教 育 長 565,000 円 2.838 月分
議 会 議 長 280,000 円
議 会 副 議 長 220,000 円
議 会 委 員 長 195,000 円
議 会 議 員 180,000 円

新規採用職員数
令和 7 年
４月１日

一般行政職 ４人、医療職 １人
技能労務職 ０人、教育職 ０人

令和 6 年度 一般行政職 2 人、医療職 7 人
技能労務職 0 人、教育職 1 人

再任用の状況（令和 7 年 4 月 1 日）
再任用職員数 5 人

退職者数（令和 6 年度）
定年退職 3 人 勧奨退職 0 人
その他 23 人 再就職した者 26 人

身体障がい者の任用状況（令和 7 年 6 月 1 日現在）
任用職員数 7 人

女性職員の登用状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
課長等 課長補佐等 係長 主査 係 計
2 人 ３人 6 人 ５人 ３3 人 49 人

定員適正化の状況
年次別進捗状況（各年 4 月 1 日現在）

区分 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年
一般行政部門 88 人 90 人 92 人 95 人 83 人
特別行政部門 11 人 12 人 12 人 11 人 7 人

公営企業等会計部門 45 人 46 人 51 人 51 人 48 人
合計 144 人 148 人 155 人 157 人 138 人

部門別職員数の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）

区分
職員数

対前年増減数
6 年度 7 年度

一般行政部門 95 人 83 人 △ 12 人
特別行政部門 11 人 7 人 △ 4 人

公営企業等会計部門 51 人 48 人 △ 3 人

合計 157 人
（ 35 人）

138 人
（ 48 人）

△ 19 人
（△ 6 人）

一般職員の勤務時間の状況（令和 7 年 4 月 1 日現在）
勤務時間（週） 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時～ 13 時

※（　）内は、フルタイム会計年度任用職員で、外書きとします。

年次有給休暇の取得状況（令和 6 年実績）
総付与日数 総使用日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
5,704 日 1,912 日 157 人 12.2 日 33.5％

介護休暇の取得状況（令和 6 年度）
介護休暇の承認件数 1 件

休暇制度の概要（令和 7 年 4 月 1 日）
休暇の種類 休暇を与える期間等
年次休暇 1年につき20日。残日数の20日を限度として翌年に繰越すことができる。
夏季休暇 6 月から 10 月の期間内において連続する 3 日の範囲内。

忌引の休暇 死亡した者の続柄に応じて、1 日から 7 日の範囲内。

育児休業の取得状況（令和 6 年度）
育児休業の承認件数 2 件

育児休業期間延長の承認件数 1 件

研修の状況（令和 6 年度）
研修名 実施主体 人数

管理能力研修　他 北海道市町村職員研修センター 5 人
新規採用職員研修　他 オホーツク町村会 24 人
デジタル創発塾 全国町村会 1 人
ハラスメント研修　他 雄武町 184 人

その他福利厚生事業の状況（令和 6 年度）
雄武町職員永年勤続表彰 1 人

人事評価の評定の状況（令和 6 年度）
評定の回数 1 回
評定の時期 4 月

評定の対象人数 133 人

職務専念義務免除の概要
研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場合、任命権者が定める場合

福利・利益の保護
健康管理事業の状況（令和 6 年度）

健康診断受診職員数 40 人
総合健診受診職員数 143 人

親睦会等への補助金（負担金）状況（令和 6 年度）
北海道市町村職員福祉協会負担金 476 千円

分限処分者数（令和 6 年度） 7 人

懲戒処分者数（令和 6 年度） 0 人

　本町の人事行政の運営等の状況について、その公平性と透明性を高めることを目的とした
「雄武町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、次の通り公表します。

問総務課職員厚生係
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雄武町戦没者追悼式

一日防災学校

雄武町交通安全協会パークゴルフ大会

こどもまつり

恒久的な平和を願って

災害知り防災学ぶ

深める交通安全意識

遊んで笑って食べて

8/
29

9/
4

8/
31

9/
7

　令和７年度雄武町戦没者追悼式が町民センターで挙
行され、遺族や来賓など70名が参列しました。式典
では、国歌斉唱後に黙とうが行われ、雄武町遺族会会
長の舘山光司氏が「二度と悲惨な戦争を繰り返さない
ために、この大戦が残した教訓を次の世代へしっかり
と伝え続けていきたい」と追悼の辞を述べられました。
最後に、144名の戦没者の英霊に対して参列者全員
で献花を行い、戦没者の冥福と平和を祈りました。

　防災教育の一環として、町とオホーツク総合振興局
などの関係機関の協力により、町内小学校の全児童
149名を対象にした一日防災学校が雄武小学校で開
催されました。地震と津波の発生を想定した避難訓練
のほか、学年ごとに分かれた防災講話や体験授業が行
われ、防災への関心と理解を深めました。授業では、
○×クイズや避難所運営ゲームなど、楽しく災害を学
べるように工夫されており、児童たちは積極的な態度
で授業に臨んでいました。

　第 9回雄武町交通安全協会パークゴルフ大会が宮
の森パークゴルフ場で開催され、町民や興部警察署の
職員など36名が参加しました。雄武町交通安全協会
役員の三浦健一氏は「今年は全道的に交通死亡事故が
多いので、交通事故の原因とならないよう気をつけて
運転しましょう」と挨拶。参加者は、それぞれがベス
トスコアを目指して競い合い、各所でホールインワン
などの好プレーも繰り広げられていました。

　「こどもまつり」が児童センターで開催され、児童
や親子連れなど 165名が集まりました。オープニン
グでは、児童によるポケダンスが披露され、華やかに
幕を開けました。会場では、自分で割った薪を燃やし
焼きマシュマロを作る「わんぱくコーナー」や、かた
ぬき、射的、おばけ屋敷など、さまざまなアトラクショ
ンを楽しんでいました。お昼には、そうめんが振る舞
われ、子どもたちは友人や家族と談笑しながら食べて
いました。

↑戦没者への献花を行う様子

↑段ボールベッド設営体験の様子

まちのできごと

↑大会の様子

↑射的の様子

交通事故死ゼロ
3,000日達成 !!

　雄武町では、令和 7 年 9 月 9 日午前 0 時をもって、町内の「交通事故死ゼロ 3,000 日」
を達成することができました。
　今回の交通事故死ゼロ 3,000 日は、平成 29 年 6 月 23 日から令和 7 年 9 月 8 日にかけて
達成したものであり、町民の皆さまをはじめ、興部警察署ならびに交通安全関係団体や事業所
の皆さまの交通安全への多大なるご理解・ご協力と交通安全に対する高い意識の賜物と心から
感謝申し上げます。
　今後は、新たな目標を「4,000 日」に更新し、交通安全運動を推進してまいりますので、
引き続きご理解とご協力をお願いします。

～新たな交通事故死ゼロ目標～
4,000日（令和10年6月4日）

雄武町交通安全推進委員会長　髙　橋　健　仁
雄 武 町 交 通 指 導 員 会 長　三　浦　健　一
雄 武 町 交 通 安 全 協 会 長　高　宮　　　博
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◉町営住宅
団地名 間取 建築年度 戸数 家賃 単身

新規 魚田 3LDK 昭和 55 年 1 11,500 円 ～ 26,600 円 不可（要相談）

継続

旭日 3LDK 平成 6 ～ 11 年 6 22,600 円 ～ 53,000 円 不可（要相談）
宮下 3LDK 昭和 59 年 2 13,300 円 ～ 32,000 円 不可（要相談）
末広二区 3LDK 昭和 58 年 1 13,000 円 ～ 29,900 円 不可（要相談）
新町 2LDK 平成元年 1 11,600 円 ～ 26,700 円 可
緑町 3LDK 平成 22 年 1 19,300 円 ～ 44,500 円 不可（要相談）
潮見 3LDK 昭和 61 年 2 16,000 円 ～ 36,900 円 不可（要相談）
潮見 1LDK 令和 4 年 1 17,500 円 ～ 40,200 円 可
魚田 3DK 昭和 52 年 1 8,500 円 ～ 19,700 円 可
幌内 3LDK 昭和 59 年 1 12,400 円 ～ 28,500 円 可

◉サンライズビレッヂ
間取り 建築年度 戸数 家賃 単身

新規 1LDK 平成 5 ～ 6 年 3 30,000 円 専用
継続 1LDK 平成 5 ～ 6 年 2 30,000 円 専用

◉日の出仲町町有住宅
間取り 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 昭和 60 年 1 40,000 円 不可（要相談）

◉勤労者住宅
間取り 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 1K 令和 4 年 1 34,000 円 専用

◉幌内町有住宅
間取り 建築年度 戸数 家賃 単身

継続
3LDK 平成 3 年 1 19,000 円 可
3LDK 昭和 54 年 1 20,200 円 可
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社
会
福
祉

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

白
寿
（
99
歳
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給
付

分
）
の
支
給
に
つ
い
て

　
「
里
親
」
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り

家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
愛
情
と

ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
は
約
50
組

の
里
親
さ
ん
が
お
り
、
約
30
名
の
子
ど
も

た
ち
が
里
親
家
庭
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
は
「
養
育
里
親
」「
専
門
里
親
」

「
養
子
縁
組
里
親
」「
親
族
里
親
」
の
4
つ

の
種
類
が
あ
り
、
養
子
縁
組
を
し
た
い
、

祖
父
母
が
孫
を
育
て
て
い
る
な
ど
の
事
情

に
応
じ
た
区
分
も
あ
り
ま
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
は
、
子
ど
も
の
年

齢
や
里
親
さ
ん
と
の
相
性
な
ど
も
考
慮
し

て
委
託
先
を
決
め
る
た
め
、
管
内
各
地
に

里
親
さ
ん
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
是
非
、里
親
と
し
て
登
録
を
い
た
だ
き
、

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
養
育

を
担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
、
里
親
制
度
に

つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
方
は
、
担
当

者
か
ら
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
お

仲
間
で
里
親
制
度
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
場
合
も
、
担
当
者
が
お
伺
い
し

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
中
村
清

一
郎
さ
ん
と
佐
藤
ナ
ヲ
子
さ
ん
に
、
祝
金

と
祝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額
給
付

分
）
と
は
、
令
和
6
年
度
に
実
施
し
た
定

額
減
税
し
き
れ
な
い
方
へ
の
調
整
給
付
金

の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
、
追

加
で
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象
者

　

令
和
7
年
1
月
1
日
に
雄
武
町
に

お
住
い
の
方
で
、次
の
「
不
足
額
給
付
Ⅰ
」

ま
た
は
「
不
足
額
給
付
Ⅱ
」
に
該
当
す
る

方※
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
1
8
0
5

　
万
円
を
超
え
る
方
や
死
亡
し
て
い
る
方

　
は
対
象
外

【
不
足
額
給
付
Ⅰ
】

　

調
整
給
付
金
の
算
定
に
際
し
、
令
和

5
年
分
所
得
を
基
に
し
た
推
計
額
（
令

和
6
年
分
推
計
所
得
額
）
を
用
い
て
算

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
6
年
分
所

得
税
お
よ
び
定
額
減
税
の
実
績
等
が
確
定

し
た
の
ち
に
、
本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額

と
、
調
整
給
付
金
と
の
間
で
差
額
が
生
じ

た
方

【
不
足
額
給
付
Ⅱ
】

　
次
の
⑴
か
ら
⑶
を
す
べ
て
満
た
す
方

⑴
令
和
6
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令
和

　
6
年
度
個
人
住
民
税
所
得
割
額
が
0

　
円
で
あ
る
こ
と

問
北
海
道
北
見
児
童
相
談
所
地
域
支
援
課

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
３
４
９
８

⑵
所
得
要
件
等
に
よ
り
、
税
制
度
上
扶
養

　
親
族
に
該
当
し
な
い
こ
と

⑶
過
去
に
実
施
し
た
低
所
得
者
世
帯
へ
の

　
給
付
金
の
対
象
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

　
で
は
な
い
こ
と

支
給
額

【
不
足
額
給
付
Ⅰ
】

　
令
和
7
年
の
所
要
額
と
調
整
給
付
金

と
の
差
額

【
不
足
額
給
付
Ⅱ
】

　
原
則
4
万
円
（
定
額
）

※
令
和
6
年
1
月
1
日
時
点
で
国
外

　
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
3
万
円

申
請
手
続

　
不
足
額
給
付
Ⅰ
の
対
象
者
と
な
る
方
に

対
し
、
町
か
ら
「
支
給
確
認
書
」
を
郵
送

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
、
必
要
書
類
を
添
付
し
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
返
信
い
た
だ
く
か
、
地
域
福
祉

課
社
会
福
祉
係
の
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

不
足
額
給
付
Ⅱ
の
対
象
と
な
る
方
は

「
申
請
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、
必
要
書
類
を
添
付

し
、
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係
の
窓
口
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。

支
給
方
法　
指
定
の
口
座
へ
の
振
込
み

申
請
期
限　
令
和
7
年
10
月
31
日
㈮
ま
で

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（左から）髙橋町長、中村清一郎氏、中村孝志氏

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
財
務
政
策
課
管
財
係



89 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

情報ひろば情報ひろば  問い合わせ　役場 ☎ 0158 － 84 － 2121　健康推進課・地域福祉課 ☎ 0158 － 84 － 2023　
　　　　　　  地域包括支援センター ☎ 0158 － 84 － 4495　教育委員会 ☎ 0158 － 84 － 4240

8広報おうむ広報おうむ9 広報おうむ広報おうむ

人
　
事

安
　
全

税
　
金

ニ
セ
警
察
詐
欺
に
注
意

税
務
大
学
校
「
公
開
講
座
」
の
開
催
に

つ
い
て

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化
に
つ
い
て

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
地
域
福
祉
課
保
険
給
付
係

石
垣　
一
生

（
総
合
政
策
課
地
域
経
営
係
兼
政
策
調
整
係
）

９
月
１
日
付　
　
　
　
（　
）
内
は
前
職

　
最
近
、
警
察
官
や
金
融
庁
の
職
員
を
名

乗
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る「
ニ
セ
警
察
詐
欺
」

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
人

は
「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪
に
使
わ
れ
て

い
る
」「
安
全
の
た
め
カ
ー
ド
を
預
か
る
」

な
ど
と
言
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
カ
ー
ド

や
現
金
を
騙
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

主
な
手
口

①
守
秘
義
務

　
事
件
捜
査
を
理
由
に
、
被
害
者
に
守
秘

義
務
な
ど
を
課
し
て
誰
に
も
相
談
で
き
な

い
状
況
を
作
り
出
し
ま
す
。

②
行
動
を
支
配

　
「
機
密
保
持
の
た
め
ホ
テ
ル
に
滞
在
す

る
よ
う
に
」「
2
時
間
ご
と
に
連
絡
す
る

こ
と
」
な
ど
行
動
を
支
配
し
ま
す
。

③
送
金
の
指
示

　
「
逮
捕
し
た
共
犯
者
は
あ
な
た
に
送
金

し
た
と
話
し
て
い
る
」
な
ど
と
告
げ
、
資

産
調
査
を
名
目
に
送
金
を
指
示
し
ま
す
。

対
処
方
法

　
警
察
官
や
金
融
庁
の
職
員
が
、
カ
ー
ド

を
預
か
る
こ
と
や
暗
証
番
号
を
確
認
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
、

家
族
や
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
興
部
警
察
署

☎
０
１
５
８
‐
８
２
‐
２
１
１
０

　
税
務
大
学
校
で
は
、
租
税
に
関
す
る
知

識
の
普
及
な
ど
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
例
年
11
月
の
「
税
を
考
え
る
週

間
」
に
あ
わ
せ
て
、
公
開
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
公
開
講
座
で
は
、
大
学
教
授
や
税
務
大

学
校
職
員
な
ど
を
講
師
に
、
普
段
は
あ
ま

り
税
に
接
す
る
機
会
の
な
い
方
か
ら
、
税

に
関
す
る
仕
事
に
携
わ
る
方
ま
で
、
多
く

の
方
々
に
受
講
い
た
だ
け
る
よ
う
、
身
近

な
税
に
関
す
る
情
報
や
最
近
の
税
に
関
す

る
動
向
の
ほ
か
国
際
課
税
な
ど
の
講
座
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
公
開
講
座
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

形
式
で
配
信
し
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み

を
し
て
い
た
だ
く
と
、開
催
期
間
中
の
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
受
講
が
可
能
で
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
7
年
10

月
か
ら
順
次
、
国
税
庁
（
税
務
大
学
校
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
税
務
署（
紋
別
市
南
が
丘
町
2
丁
目
）

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

　
こ
れ
ま
で
の
年
末
調
整
で
は
、
従
業
員

は
保
険
会
社
か
ら
保
険
料
控
除
証
明
を
書

面
（
ハ
ガ
キ
）
で
受
け
取
り
、
そ
れ
を
基

に
手
書
き
で
保
険
料
控
除
申
告
書
を
作
成

し
て
書
面
で
勤
務
先
に
提
出
す
る
な
ど
、

年
末
調
整
の
一
連
の
手
続
き
を
書
面
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
手
続
き
が
電
子
化
さ
れ
る

と
、
従
業
員
は
控
除
証
明
書
を
電
子
デ
ー

タ
で
受
け
取
り
、
該
当
デ
ー
タ
を
電
子
化

に
対
応
し
た
民
間
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
国
税

庁
が
提
供
す
る
年
末
調
整
控
除
申
告
書
作

成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
通
称
「
年
調
ソ
フ

ト
」）
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
各
種
控
除

申
告
書
を
デ
ー
タ
作
成
し
、
メ
ー
ル
な
ど

で
勤
務
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
年
末
調
整
手
続
の
電
子
化

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト

【
勤
務
先
の
メ
リ
ッ
ト
】

◦
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
額
の
検
算
が

　
不
要

◦
控
除
証
明
書
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
事
務
が

　
削
減
（
従
業
員
が
控
除
証
明
書
な
ど
の

　
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
場
合
）

◦
従
業
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
減
少

◦
年
末
調
整
関
係
書
類
の
保
管
コ
ス
ト
が

　
削
減

　
本
年
中
に
新
築
や
増
築
を
し
た
家
屋
に

つ
い
て
は
、
令
和
8
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

の
税
額
を
決
定
す
る
た
め
に
、
雄
武
町
課

税
係
職
員
が
訪
問
し
、
家
屋
の
内
装
や
外

装
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
時
期

　
家
屋
完
成
後
に
電
話
ま
た
は
文
書
に
よ

り
日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
っ
越
し
前
や
、
使
用
開
始
前
に
調
査
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
課
税
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
家
屋
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
図
面
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
お
持
ち
の
図

面
の
コ
ピ
ー
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
か
、

建
築
業
者
か
ら
図
面
を
取
り
寄
せ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
減
額
対
象
と
な
る
家
屋

に
つ
い
て
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
後
日
提
出
も
可
能
）。

　
未
登
録
家
屋
は
町
で
状
況
が
把
握
で
き

ず
、
固
定
資
産
税
の
課
税
に
支
障
を
き
た

す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
課
税

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
財
務
政
策
課
課
税
係

消
　
防

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間　
10
月
15
日
㈬
～
31
日
㈮

重
点
目
標

◦
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

◦
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止

　
対
策
の
推
進

◦
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

◦
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策

　
の
徹
底

◦
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組

　
の
推
進

◦
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す
る

　
火
災
予
防
指
導
な
ど
の
徹
底

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

【
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト
】

◦
控
除
額
な
ど
の
記
入
、
手
計
算
が
不
要

◦
控
除
証
明
書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
紛
失
し

　
て
も
再
交
付
依
頼
が
不
要

◦
勤
務
先
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
減
少

国
税
庁
が
提
供
す
る
「
年
調
ソ
フ
ト
」
と
は

　

国
税
庁
で
は
、
控
除
証
明
書
の
電
子

デ
ー
タ
の
取
り
込
み
か
ら
控
除
申
告
書
の

デ
ー
タ
作
成
に
対
応
し
た「
年
調
ソ
フ
ト
」

を
開
発
し
、
各
ア
プ
リ
ス
ト
ア
や
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
お
使
い
の
給
与
計
算
ソ
フ
ト
な
ど

　
へ
の
取
込
機
能
に
つ
い
て
は
、
お
使
い

　
の
ソ
フ
ト
開
発
業
者
様
に
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
つ
い
て

　
従
業
員
の
方
が
保
険
会
社
な
ど
か
ら
取

得
す
る
控
除
証
明
書
な
ど
の
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
保
険
会
社
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
入
手
す
る
方
法
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
一
括
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
）。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
特
設
ペ
ー
ジ
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
税
務
署（
紋
別
市
南
が
丘
町
2
丁
目
）

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

「健全化判断比率」と「資金不足比率」の公表について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、地方公共団体の決算状況を財政健全化の指標（健全化
判断比率・資金不足比率）で表すもので、雄武町の財政健全化の指標を、令和6年度決算状況に基づき算
定しましたので、お知らせします。
　なお、資金不足比率については、簡易水道事業会計、公共下水道事業会計、国民健康保険病院事業会計の
いずれの会計においても資金不足がないため、それぞれの比率は生じません。（町ホームページにも掲載し
ています。）
　国が示す早期健全化基準を下回り、町の財政状況は「健全」であると判断できますが、雄武町の財政状況
が厳しい状況であることに変わりはなく、今後も財政の健全化に努めてまいります。
令和 6 年度　健全化判断比率

比率の種類 雄武町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 －
（－） 15％ 20％

連結実質赤字比率 －
（－） 20％ 30％

実質公債費比率 7.9
（7.7） 25％ 35％

将来負担比率 －
（－） 350％

※「‐」は比率が生じないことを表します。（括弧内は前年度数値）雄武町は実質赤字、連結実質赤字およ
び将来負担比率が発生しませんので、それぞれの比率は算定されませんが、比率が早期健全化基準を上回る
と、状態が良くないことを表し、財政再生基準を上回ると、深刻な状況であることを表します。
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《
シ
リ
ー
ズ
》

　
　
ご
み
の
出
し
方
Q
&
A

～
環
境
衛
生
係
が
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
～

質
問
１　

　
衣
類
の
拠
点
回
収
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

回
答
１　

　
町
で
は
、
衣
類
・
タ
オ
ル
回
収
箱
を

設
置
し
、
着
な
く
な
っ
た
洋
服
や
タ
オ

ル
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
衣
類
な

ど
は
必
ず
洗
濯
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
、
濡
れ

て
い
る
も
の
、
異
臭
の
す
る
も
の
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

衣
類
・
タ
オ
ル
回
収
箱
設
置
場
所

・
役
場

・
町
民
セ
ン
タ
ー

・
児
童
セ
ン
タ
ー

・
沢
木
住
民
セ
ン
タ
ー

・
幌
内
歴
史
と
生
活
の
家

・
元
稲
府
簡
易
郵
便
局

質
問
２

　
小
型
家
電
の
処
分
方
法
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

回
答
２

　
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
指
定
袋
に

入
れ
て
出
す
方
法
と
役
場
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　
回
収
の
対
象
と
な
る
小
型
家
電
は
、

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
電
気
や
電
池
で
動

い
て
い
る
製
品
で
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
、
家
庭
用
の
電
化
製
品
が

対
象
で
す
。
付
属
品
も
対
象
で
、
電
源

ア
ダ
プ
タ
や
リ
モ
コ
ン
、
充
電
器
な
ど

も
回
収
し
て
い
ま
す
。
電
池
や
蛍
光
管

の
取
り
外
し
が
で
き
る
も
の
は
、
外
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
で

あ
る
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
販
売

店
・
取
扱
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

・
役
場

・
沢
木
郵
便
局

・
元
稲
府
簡
易
郵
便
局

・
北
見
幌
内
郵
便
局

※
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
質
問
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
環
境
衛
生
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
町
民
一
人
ひ
と
り

の
心
が
け
が
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
み

の
適
切
な
分
別
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

  問い合わせ　役場 ☎ 0158 － 84 － 2121　健康推進課・地域福祉課 ☎ 0158 － 84 － 2023　
　　　　　　  地域包括支援センター ☎ 0158 － 84 － 4495　教育委員会 ☎ 0158 － 84 － 4240
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そ
の
他

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を

　
土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・
営
業
譲

渡
な
ど
、
大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に

係
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　
雄
武
町
で
は
、
取
引
面
積
が
都
市
計
画

区
域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
区
域
で

１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

届
出
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
　
　
　
※
売
買
で
あ
れ
ば
買
主

届
出
期
限　
契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間

　
　
　
　
　
以
内

届
出
事
項

◦
契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所
な
ど

・
契
約
締
結
年
月
日

◦
土
地
の
所
在
・
面
積

◦
権
利
の
種
別
・
内
容

◦
取
得
し
た
土
地
の
利
用
目
的

◦
土
地
対
価
の
額

提
出
書
類

◦
届
出
書

◦
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
、
ま

　
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

◦
土
地
お
よ
び
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に

　
し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

◦
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
５
百
分

　
の
１
か
ら
２
千
分
の
１
程
度
の
図
面

◦
そ
の
他
（
委
任
状
な
ど
）

罰
則　
届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

　
　
　
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ
い
て

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
、
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
の
方
が
、

建
設
現
場
で
働
く
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
、
掛
金
を
充
当
し
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

建
退
共
制
度
の
特
徴

◦
国
の
制
度
な
の
で
安
全
確
実
で
す
。

◦
勤
め
先
が
変
わ
っ
て
も
、
建
退
共
に
加

　
入
し
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
退
職
金

　
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◦
掛
金
は
、
法
人
で
は
損
金
、
個
人
で
は

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全

　
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◦
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

◦
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

　
て
電
子
的
に
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で

　
す
。

電
子
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
掛
金
納
付
を

も
っ
と
便
利
に

　
電
子
ポ
イ
ン
ト
方
式
で
は
、
共
済
証
紙

に
代
わ
る
「
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
」
を
電
子

申
請
専
用
サ
イ
ト
で
事
前
に
購
入
し
、
就

労
日
数
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
被

共
済
者
に
掛
金
を
充
当
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
共
済
手
帳
の
新
規
申
し
込
み
な

ど
の
手
続
き
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
金
融
機
関
窓
口
で
共
済
証
紙
を
購
入
す

　
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
発
注
機
関
な
ど
へ
の
提
出
・
提
示
書
類

　
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◦
公
共
工
事
に
お
け
る
工
事
関
係
書
類
の

　
電
子
化
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
の
電
子
申
請
専
用
サ
イ

ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、
さ
ら
に
便
利
に
使

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、制
度
説
明
動
画
、

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
詳
し
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。「
建
退
共
」で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１
８
６

　
　
　
（
６
か
月
以
内
の
懲
役
ま
た
は

　
　
　
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

北
海
道
内
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
い
て

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
（
会
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の

人
）
お
よ
び
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

北
海
道
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額　
時
間
額
１
０
７
５
円

効
力
発
生
年
月
日　
令
和
7
年
10
月
4
日
㈯

◦
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

　
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ
れ

　
る
賃
金
お
よ
び
時
間
外
等
割
増
賃
金
は

　
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

◦
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

　
い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
し
て

　
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
鉄
鋼
業
で
働
く
方
に
は
、
北
海
道
の
特

　
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

　
ま
す
。

問
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準

　
監
督
署
（
支
署
）

　
9
月
の
雄
武
町
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
10
月
1
日
付
け
で
谷
平
訓
賢

氏
を
雄
武
町
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
し

ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
、
町
長
か
ら
任
命
さ
れ

た
教
育
長
と
4
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

町
の
教
育
行
政
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
審

議
、
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

任
期　
令
和
7
年
10
月
1
日
～
令
和
11

　
　
　
年
9
月
30
日
（
4
年
間
）

問
総
務
課
庶
務
係

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
の
ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の

高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お

子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
子
ど
も
１
人
に
つ
き　
　
　
　

　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

金
利　
年
2
.
85
％

　
　
　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
　
　
　
年
2
.
45
％

　
　
　
　
（
令
和
７
年
８
月
１
日
現
在
）

返
済
期
間　
20
年
以
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
国
の
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朝からブルマンの男（水見はがね / 著）
「キノコ雲」の上と下の物語（原田小鈴 / 著）
介護・老後で困る前に読む本（吉田肇 / 著）
黒ばら先生と秘密のはらっぱ（木地雅映子 / 著）
青の純度（篠田節子 / 著）
松籟邸の隣人 3（宮本昌孝 / 著）
行先は未定です（谷川俊太郎 / 著）
役所のしくみ（久保田章市 / 著）
本づくりはジャムセッション（波野發作 / 著）
市長たじたじ日記（清水聖士 / 著）
擬態する生物のきもち（大島健夫 / 著）　ほか多数

うつし屋と大小屋（廣嶋玲子 / 作）
ひろしまの子（四國五郎 / 詩）
おもしろい確率・統計（永野裕之 / 監修）
点字を学んでみよう（日本点字委員会 / 監修）
妖怪サトリのウロコ落とし（長谷川まりる / 作）
解けるとこわい謎解きゲーム（やまもとしょう / 作）
いくぞ～ヒトデのほし（ともながたろ / 絵）
ぎょうれつのできるサンドイッチやさん（ふくざゆみこ/作）
ウサギのおやっさんのカレーやさん（キューライス/作）
100このタネがとんでった（イザベル・ミニョス・マルティンス/文）

ほか多数

今月の新着図書 Newly-imported books

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS
「ハロウィンパーティ2025」を開催
　大人気のハロウィンパーティを今年も開催します。本を借りてビンゴに挑
戦、この機会にたくさん本を読んでみよう。すてきな景品もあるよ。
　塗り絵やイラストを募集し展示する、おばけ展覧会も行います。
開催日　10 月 26 日㈰

「ハロウィンの展示」
　ハロウィンに関する本を展示します。たくさんのご来館お待ちしています。
展示期間　10 月 31 日㈮まで

巡回パネル展を開催
　北海道で育った、かとうまふみさんの絵本「おとうさんのこわいはなし」
の絵本パネル展を開催します。ちょっぴり昭和なお父さんと娘のお話。読め
ば大人も懐かしい気持ちに…。
展示期間　11 月 7 日㈮～ 21 日㈮

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎0158－84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

ht tps : / /www.
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
kanko_bunka_
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

水族館飼育員のただならぬ裏側案内
なんかの菌 / 著

かわいい魚や海獣だけじゃな
い！水槽の工夫や清掃の仕
方、餌の飼育…水槽の奥では
普段知ることのできない職員
さんたちの努力がありまし
た。元水族館職員の著者が水
族館の魅力や裏側を紹介して
います。

にぼしとかつおのこころあんしん絵本
早稲田大学教授 本田恵子 / 監修
学校や家庭での例を挙げて、
トラブルへの対処方法や、心
の落ち着かせ方をイラストで
紹介。自分と相手の関係性を
大切にしながら、こんな時は
どうしたらいい？を一緒に考
える。自分の感情との向き合
い方を知ろう。

　公的年金について源泉徴収の対象となる方には、令和８年分の「扶養親族等申告書」が令和 7 年 9 月
10 日から順次送付されています。
　お手元に届きましたら、内容を確認し、各種控除に該当する方は、記載されている期限内に提出してくだ
さい。期限に間に合わない場合でも、なるべく早く提出してください。
※源泉徴収の対象とならない方には、申告書は送付されません。
～源泉徴収の対象となる条件～
　老齢または退職を支給事由とする年金（老齢福祉年金を除く）を受け取っており、年金額が以下に該当す
る方が対象です。

【源泉徴収の対象となる年金額】
令和８年分以降 令和７年分まで（参考）

65 歳未満の方 155 万円 108 万円
65 歳以上の方 205 万円 158 万円

退職共済年金の受給者であって、
老齢基礎年金が支給されている方

退職共済年金の年金額
127 万円以上

退職共済年金の年金額
80 万円以上

暮らしの

年金情報令和 8 年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書を
提出してください

年金生活者支援給付金制度について

　税制改正により、令和8年分から源泉徴収の対象となる金額が引き上げられました。そのため、これまで「扶
養親族等申告書」が送付されていた方であっても、令和 8 年分からは源泉徴収の対象外となり、申告書が
送付されない場合があります。
◎紙の扶養親族等申告書の提出方法
　扶養親族等申告書に必要事項を記入のうえ、同封されている返信用封筒に切手を貼り、ポストに投函して
ください（普通郵便の場合は、110 円切手です）。
◎マイナポータルを利用した扶養親族等申告書の電子申請
　日本年金機構から扶養親族等申告書のお知らせを送付しており、マイナポータルとねんきんネットを連携
している方は、スマートフォンやパソコンから電子申請により簡単に手続きができます。
　電子申請により提出した方は、紙の申告書の提出は不要です。翌年以降は、マイナポータルのお知らせで
案内があります（紙の申告書は送付されません）。
問北見年金事務所国民年金課　☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ８７０３（自動音声案内２→２）
問住民生活課戸籍住民係

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそのほかの所得税が所得基準額以下の年金受給者の生活
を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　年金生活者支援給付金を受け取るには、年金生活者支援給付金請求書の提出が必要です。
◎年金生活者支援給付金請求書（はがき型）の提出方法
　基礎年金を受給している方で、新たに年金生活者支援給付金を受け取ることができる方に、年金生活者支
援給付金請求書（はがき型）が令和 7 年 9 月 1 日から順次送付されています。請求書に必要事項を記入し、
目隠しシールと切手（はがき 85 円）を貼り、記載された期限までに届くように提出してください。
※令和 8 年 1 月 5 日までに届かない場合、請求した月の翌月分からの給付となり、令和 7 年 10 月分から
　令和 8 年 1 月分までの給付金は受け取ることができなくなります。
◎マイナポータルを利用した年金生活者支援給付金の電子申請
　マイナポータルとねんきんネットを連携している方は、スマートフォンやパソコンから電子申請により簡
単に手続きができます。
　電子申請により提出した方は、紙の請求書の提出は不要です。
問給付金専用ダイヤル　☎０５７０ ‐ ０５ ‐ ４０９２
問住民生活課戸籍住民係
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ホテル日の出岬からのお知らせ

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎0158 ‐ 85 ‐ 2626

　町民限定宿泊プランを販売します

　「鮭キモグルメ」に参加しています

販売期間　11 月 1 日㈯から令和 8 年 4 月 24 日㈮まで
　　　　　※年末・年始を除く
町民限定宿泊プラン利用者特典
　レストラン藍をご利用されるお客さまは、全品 20％割引
になります。

　「鮭キモグルメ」とは、鮭の心臓（キモ）や胃袋（チュウ）を使っ
た雄武町の新しいご当地グルメです。
　レストラン「藍」では、キモやチュウ・白子などを使ったチゲ鍋や
焼鮭やイクラなど、旬の秋鮭をふんだんに使った期間限定メニュー『鮭
まるごとチゲ鍋セット』を 10 月 1 日㈬より 1 日 5 食限定でを販売
しています。

　宿泊夕食（秋 / 冬メニューのご案内）※日帰りもご利用可 　レストラン「藍」のおすすめ

・和前菜盛合せ
（とうきび饅頭銀あんかけ・ごぼう唐揚げ・いぶりがっこクリームチーズ）
・お刺身四種盛り合せ（本鮪・帆立・サーモン・海老）
・蛸の酢味噌和え
・鮭の陶板焼き ちゃんちゃん焼き仕立て
・帆立と海老のアヒージョ
・牛肉と水菜のはりはり鍋
・茶碗蒸し
・白ご飯、味噌汁、鳥賊わさび漬け
・本日のデザート
金額　6,000 円（税込み）※プラス 6,800 円で毛蟹を一尾追加できます。
※仕入れ状況などにより、メニューが変更となる場合があります。
　ご予約は 3 日前までにお願いします。

今回は、逮捕されたあと、裁
判が終わる前に家に戻るこ

とができる手続きについて説明し
ます。
　まず、最初に釈放されうるタイ
ミングとしては、逮捕から2～3
日後の勾留決定という決定が出さ
れたあとです。この決定に対して
は不服手続き（勾留決定に対する
準抗告）をすることができ、これ
が認められると釈放されることに
なりますが、なかなか認められに
くい手続きです。あまり重大な犯
罪ではなく、身元を保証する人（身
元引受人）がいて、被害者と示談
をしていると比較的認められやす
くなります。この手続きにより釈
放されると、自宅にいて普通に生
活をして仕事に行くこともできる
ようになりますが、警察や検察に
取調べで呼ばれたり、その後起訴
されれば裁判には行かなければな
らなかったりします。
　次に、先程の不服手続きが認め

られなかったとしても、起訴（逮
捕から約2週間後から4週間後）
されてからは保釈という手続き
ができます。保釈とは、保釈金
（150万～ 300 万円くらいが多
い）を裁判所に納めることで、裁
判が終わるまで自宅に帰っていい
という制度です。裁判が終わるま
でに逃げたり証拠を隠したりしな
ければ、保釈金は全額戻ってきま
す。ちなみに、某自動車会社の元
会長は保釈中に国外に逃亡したの
で、保釈金の15億円は没収され
たそうです。保釈金は、事件の重
大性や、保釈金が没収されると困
ると本人が思う金額にしないとい
けないという理由から本人の資産
状況等によって変わってきます。
私が担当したケースでは最高でも
250万円ですので、元会長さん
がいかにお金持ちだったのかがよ
くわかりますね。また、保釈金を
すぐに用意できないという人のた
めに、保釈金を貸してくれるとこ

ろもあります。重大な犯罪でなけ
れば、数万円の手数料と、数十万
円の担保金（無事に終われば戻っ
てくる）を払えば貸してくれるの
でよく利用されます。
　このように、逮捕されたとして
も、裁判が終わるまでずっと留置
所や拘置所にいるとは限らず、手
続きが認められれば家に戻ること
ができることもあります。そのた
め、逮捕されたらまずは当番弁護
士を呼んで、今後の流れなどにつ
いて相談することをお勧めしま
す。

なるほど ! くらしの法律相談【 第 162 回 】

今月の担当

宮下  尚也  弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

子育て支援センターだより　　子育て支援センター（若草保育所内）☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4366
　今年は北海道の各地で「クスサン」という名の巨大な蛾が大量発生し、雄武でも街灯や
コンビニの明かりに数えきれないほどの蛾がバタバタと羽ばたいて「うわぁ～！嫌だな～」
と感じた方も多かったのではないでしょうか。クスサンは幼虫、成虫に毒はありませんが
昆虫の毛のような組織が、肌の敏感な方には毒が無くても刺激を与える場合があるとされ
ています。幼児や肌の敏感な方は、直接素手で触れないように注意しましょう。

〈〈一緒に、おいしいね〉〉
　先日、支援センターでは「2 歳になったよ」というイベントで、親子で簡単な工作と調
理体験を行いました。調理体験では、苺のジャムサンドを作ってみんなで食べました。一
生懸命に小さなスプーンでパンにジャムを塗っている子や、「うまい！」と言ってモリモ
リたくさん食べる子、ミッキーマウスの手の形のサンドイッチを持ってニッコリ笑顔の子、

「みんなで一緒に食べると楽しいし、より美味しいね！」と和やかな雰囲気で行うことが
出来ました。2 歳頃になると自己主張が始まり、生活の中で“イヤイヤ”や食事の時間も「食
べたくない」とスムーズに進まない事が多々あるでしょう。ですが、少し振り返ってみる
と誰かと同じものを食べて“おいしいね”と共感する場面が日常の中に必ずあると思いま
す。家族やお友だち、親しい人たちと“おいしいね”を共感してみて下さい。イヤイヤす
る時期の子どもたちも“おいしいね”の雰囲気につられて食べてみようかな～という気持
ちになったらチャンスです。

無料法律相談会　１１月４日㈫　雄武町地域交流センター２階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 - 26 - 2277（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 - 26 - 2277

～お知らせ～
10 月 14 日㈫

　助産師講話を支
援センターで行い
ます。参加申し込
みは健康推進課保
健係（84-2023）
または子育て支援
センターへ。

宿泊料（1 泊朝食付き）
対象者 金額（1 人あたり） 利用条件

町内の方
9,000 円 1 名での利用の場合
6,000 円 2 名以上での利用の場合

町外の方 7,000 円 町民と利用の場合

舞茸天うどんと栗ご飯
1,180 円（税込み）

きのこたっぷりあんかけおこげ
1,280 円（税込み）
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よく眠れていますか？
　睡眠は、子ども、成人、高齢者のいずれの年代においても健康増進と維持に不可欠な活動です。睡眠不足は、
日中の眠気や疲労に加え、頭痛や情緒不安定、注意散漫などを引き起こします。また、肥満や高血圧、２型
糖尿病、心疾患や脳血管疾患の症状悪化にも関連し、死亡率の上昇にも関係することが明らかになっていま
す。ほかにも、睡眠の問題がうつ病などの精神疾患の発症リスクを高めるという報告もあります。
　日常的に質（睡眠休養感）・量（睡眠時間）ともに十分な睡眠を確保することにより、心身の健康を保持し、
生活の質を高めてくことが重要です。

睡眠休養感とは？
　睡眠で休養がとれている感覚のことです。
　睡眠には１日の活動で蓄積した疲労やストレスを回復する重要な役割があるため、睡眠休養感を向上させ
ることも重要です。
　睡眠とメンタルヘルスに関する研究報告も多数行われています。たとえば、日本で成人を対象とした研究
では、睡眠による休養感が低い人ほど、抑うつの度合いが強いという結果が出ており、「健康づくりのため
の睡眠ガイド 2023」においても睡眠休養感の向上が重視されています。

睡眠に関する推奨事項

　生活習慣や睡眠環境、お酒・たばこ・コーヒーなどの嗜好品の摂り方を見直しても症状が続き、日常生活
に支障をきたす場合には睡眠障害の可能性があるため、早めに医療機関を受診しましょう。

みんなの保健室

Everyone's infirmary

問健康推進課保健係

子ども
◦小学生は 9 ～ 12 時間、中学・高校生は 8 ～ 10 時間を参考に睡眠時間を確保しましょう。
◦朝は太陽の光を浴びて、朝食をしっかり摂り、日中は運動をして、夜更かしの習慣化を避
　けましょう。

成人

◦適正な睡眠時間には個人差がありますが、6 時間以上を目安として必要な睡眠時間を確保し
　ましょう。
◦食生活や運動などの生活習慣、寝室の睡眠環境などを見直して、睡眠休養感を高めましょう。
◦睡眠の不調・睡眠休養感の低下がある場合は、生活習慣などの改善を図ることが重要ですが、
　病気が潜んでいる可能性もあるので注意しましょう。

高齢者

◦布団やベッドにいる時間が長すぎると健康リスクとなるため、8 時間以内をを目安に必要な
　睡眠時間を確保しましょう。
◦食生活や運動などの生活習慣、寝室の睡眠環境などを見直して、睡眠休養感を高めましょう。
◦長い昼寝は夜間の良眠を妨げるため、日中は長時間の昼寝は避け、活動的に過ごしましょう。

もっと詳しく知りたい方は
こちらをチェック！

健康づくりのための睡眠ガイド２０２３

しんたに
きっぺい くん

こじま
みつき ちゃん

Kids わんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～
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考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
強
く
感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
。

　

世
界
的
に
有
名
で
あ
る
G
A
F
A

（
G
o
o
g 

l
e
、
A
m
a
z
o
n
、

F
a
c
e
b
o
o
k
、
A
p
p 

l
e
）

は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
モ
ノ
で

は
な
く
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
大
き
な
成

功
を
収
め
ま
し
た
。
し
か
も
自
社
商
品

を
持
た
ず
に
成
長
し
て
い
る
点
は
驚

き
で
す
。
た
と
え
ば
「
レ
ッ
ド
ブ
ル
」

は
、
日
本
の
リ
ポ
ビ
タ
ン
D
を
参
考

に
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ポ
ビ
タ
ン

D
の
年
間
売
上
は
約
8
億
円
で
す
が
、

レ
ッ
ド
ブ
ル
は
世
界
で
約
80
億
円
と
10

倍
の
売
り
上
げ
に
差
が
で
て
い
ま
す
。

し
か
も
自
社
工
場
を
持
た
ず
に
成
長
し

た
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
学
べ
る
の
は
、

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～

市
場
の
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
シ
ン
プ
ル
か

つ
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
か
が
成
功
の

鍵
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
I
C
T
や

D
X
は
便
利
な
道
具
で
す
が
、
そ
れ
に

依
存
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
学
び

の
本
質
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
「
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
論
」
と
呼

ば
れ
る
話
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
家
庭
で

は
肉
を
焼
く
前
に
両
端
を
切
る
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。
理
由
を
尋
ね
る
と
「
親

も
そ
う
し
て
い
た
か
ら
」
と
答
え
ま
し

た
が
、
実
際
は
オ
ー
ブ
ン
が
小
さ
か
っ

た
た
め
で
、
理
由
は
伝
わ
ら
ず
習
慣
だ

け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
子
育
て
も
学

び
も
同
じ
で
す
。「
勉
強
し
な
さ
い
」

と
言
う
よ
り
「
学
ん
だ
こ
と
を
教
え
て

ね
」
と
伝
え
る
と
、
子
ど
も
は
楽
し
み

な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
こ
の
町
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学

び
を
通
し
て
自
分
の
力
を
実
感
し
、
未

来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雄
武
町
の
教
育
や
地
域
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
、
生
徒
や
保
護
者
が
新
し
い

視
点
を
得
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
地

域
と
学
校
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
町
と
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
一
助
と
な
れ
る
よ
う
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

曽
我
部
　
久

曽
我
部
　
久  

さ
ん
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

I
C
T

I
C
T
支
援
員

支
援
員

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。



1819 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

第 343 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
1 日水 吹奏楽部高文連全道大会　～ 2 日木
6 日月 体育祭
8 日水 1 日警察官

12 日日 見学旅行（２年生）　～ 16 日木
21 日火 おうむ学 1 年生職場体験
22 日水 芸術鑑賞会

◉秋季防災避難訓練・一日防災学校
　9 月 8 日㈪、北海道シェイクアウト訓練を兼ね
た「秋季防災避難訓練」を実施しました。地震、津
波を想定した今回の訓練では、全校生徒で体育館に
避難しました。その後「煙体験」
を行い、生徒は火災時におけ
る煙の脅威や対処方法につい
て理解を深めることができま
した。
　9 月 9 日㈫、防災について考える「1 日防災学
校」を実施しました。１・３年生は、北海道開発局
網走開発建設部の三好様と陸上自衛隊第 25 普通科
連隊第 2 中隊長の山本様より津波災害の危険性や
防災に関する各機関の任務についての講話をいただ
きました。2 年生は消防署雄武支署による AED 講
習を行い、最後には認定書をもらいました。さらに
3 年生は「Do はぐ」という、「防災教育カードゲー
ム」で、避難所生活や避難所運営を自分事として考
える活動を行いました。また、全学年、実際に災害
救助で使用する救助道具を触
らせてもらったり、車両に乗せ
てもらったり、貴重な経験をさ
せていただきました。

◉雄高キャンパス　9/12 ㈮
　本校の教育活動を中学校 3 年生に知ってもらう
ため「雄高キャンパス」を実施しました。雄武中学

校から多数の生徒、保護者の方々に参加をいただき、
総合的な探究の時間「おうむ学」についての説明、
北海道有朋高校から配信される遠隔授業や iPad を
活用した授業の体験などをしてもらいました。また、
生徒会執行部による行事の説明では紹介動画を上映
しました。放課後は興味のある部活動を見学しても
らうなど、高校生活をイメージ
できる体験をしてもらいまし
た。本校への進路選択の一助と
してもらえればと思います。

◉「Hokkaido Study Abroad Program」
　北大留学生来校　9/18 ㈭～ 19 ㈮
　国際交流を目的に北大の大学院材料科学博士課程
後期 3 年に在籍する留学生のシム ウェイジェンさ
んが来校しました。全校集会では、生徒会を中心に
歓迎セレモニーを実施し、シムさんには、大学での
研究や故郷シンガポールのこと、そして来日した経
緯などを紹介していただきました。また、各学年の
英語の授業の中で、英語を交えて自身のことやシン
ガポールの文化などについて説明してもらい、1 年
生の音楽の授業では、ギターや筝の演奏を生徒と一
緒に体験するなどの活動を行いました。放課後には
部活動に参加してもらい、吹奏
楽部では、ギターで部員と「残
酷な天使のテーゼ」を合奏する
など、生徒と交流を深めました。

オホーツク紋別空港ダイヤ 無料空港送迎バス時刻表

紋別バスターミナル発 11：50

紋別空港着 12：07

紋別空港発 12：45

紋別バスターミナル着 13：02

※運航時間についてはオホーツク紋別空港ホームページ
　（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

10
月
の
行
事
予
定

375便　羽田発　10：45　→　紋別着　12：30
376便　紋別発　13：05　→　羽田着　14：55
※ 10 月 25 日㈯まで、376 便の発着時刻が下記のとおり変更と
　なりますので、利用の際はご留意願います。
376便　紋別発　13：10　→　羽田着　15：00

　☞ 今月の町税の納期　　問財務政策課収納係

　☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-25-8703

　☞ 寄附（8 月 23 日～ 9 月 22 日）※敬称略

　☞ 戸籍の窓口（8 月 25 日～ 9 月 24 日）※敬称略

　☞ 人口と世帯数（9 月 24 日現在）※住民基本台帳人口 開
催
場
所　
♣
雄
武
町
民
セ
ン
タ
ー　
♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー　
♦
雄
武
町
図
書
館　
♨
ホ
テ
ル
日
の
出
岬

10 月　8 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

9 日㈭ ♡読み聞かせフムフムの会 11：00 ～

☆けん玉検定 16：00 ～

10 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

11 日㈯ ☆卓球教室 14：00 ～

♦♨雄武町ピンクリボンパネル展　～ 30 日㈭

15 日㈬ ☆仲良し親子教室 10：00 ～

16 日㈭ ♡はじめてのお誕生会 10：00 ～

17 日㈮ ☆仲良し親子教室 10：30 ～

18 日㈯ ☆お泊り会　～ 19 日㈰ 17：45 ～

19 日㈰ ♣すこやか健診 6：30 ～

20 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

22 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

23 日㈭ ☆けん玉検定 16：00 ～

24 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

27 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

29 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

31 日㈮ ☆仲良し親子教室『親子レクレーション』10：00 ～

11 月 5 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

7 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

防災行政無線が聞き取れなかった時は
０１５８－８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

こんなに便利マイナンバーカード
マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1 枚で済
ませることができるのがマイナンバーカードです。ぜひ申
請しましょう。

問住民生活課戸籍住民係

人　口　　4,036 人（日本人 3,689 人、外国人 347 人）
　　　　　 （前月比  増減なし / 前年比　79 人減）
　男　　　1,926 人（日本人 1,835 人、外国人 91 人）
　　　　　 （前月比 4 人減 / 前年比 35 人減）
　女　　　2,110 人（日本人 1,854 人、外国人 256 人）
　　　　　 （前月比 4 人増 / 前年比 44 人減）
世帯数　　2,269 戸（日本人 1,930 戸、外国人 339 戸）
　　　　　 （前月比 増減なし / 前年比 28 戸減）

　イベントカレンダー

◉お悔み申し上げます（死亡）
　加藤　良守　　84 歳（末広町二区）　
　舘山　茂　　　94 歳（幸町）　
　田中　貞治　　92 歳（新日の出町）　
　佐々木　トミ　99 歳（末広町一区）

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　舘山　八夫　（元沢木）

10 月 15 日㈬　　13：00 ～ 17：00
16 日㈭　　 9：00 ～ 14：30

　　　　　　　　 紋別市民会館

10 月 22 日㈬　雄武町民センター
　優良運転者講習　13：00 ～ 13：30
　一般運転者講習　13：50 ～ 14：50

行政相談所　　10 月 14 日㈫、11 月 11 日㈫
　　　　　　　13：30 ～ 15：30 役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

町道民税（第３期分）、国民健康保険税（第 4 期分）
町税は納期内にきちんと納めましょう。
口座振替日：10 月 28 日㈫
※納期内に納税できない事情がある方は、事前に収納係に
　ご相談ください。
※町税の納付には、手続きが簡単で便利な口座振替制度を
　ご利用ください。

◎診察の受付時間　 8：30 ～ 11：30
13：30 ～ 16：00（10 月まで）

内 科
外 科
整形外科
消化器科

秀 毛 医 師

毎週木曜日は町内施設回診のため 14 時から
不在となります。
9 日㈭は就学時健診のため 13 時 30 分から
15 時まで不在となります。
15 日㈬は往診のため 15 時 30 分から 16 時
まで不在となります。

大 野 医 師

3 日㈮は終日、6 日㈪、27 日㈪は午前中休
暇のため不在となります。
14 日㈫、28 日㈫は 15 時から往診のため 1
時間程度不在となります。

※診療時間内であっても、検査対応医師は診療できないこ
　とがあります。

小 児 科

毎週月曜日は 1 日診療（午前診療、午後予
防接種）となります。ただし 13 日㈪は祝
日のため休診となります。
10 日㈮、24 日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日 14 時からの診療となります。

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　吉田　心

み あ
葵（岳人・千里／女／潮見町）

　佐々木　旺
お う き

輝（友也・今日子／男／新日の出町）
　尾田　美

み と
采（啓樹・香奈恵／女／日の出仲町）
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雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

❖編集後記
Editor's note

▼日が短くなり、風の冷たさに本格的な秋の訪れを感じますね。
秋といえば「食欲の秋」「読書の秋」「芸術の秋」などといわれ
ますが、皆さんはどのような秋を思い浮かべますか。私は断然

「食欲の秋」です。過ごしやすい気候になると、つい食欲が増
してしまい、冬眠前の動物のようにご飯を食べ過ぎてしまいま
す。この時期に体重が増えるのは、きっと私だけではないと信
じています。（舘田）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

昭和 46 年 3 月 19 日制定

　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい自然
を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、郷土愛
にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわせのため、 
一すこやかに、なごやかに、まめやかに一 励まし合い、
希望と自信をもって、生きがいのある生活につとめ、
たしかな未来につながる信条をかかげて、朝夕守りと
おすことを誓い合います。

雄武小学校教諭

　難
な ん ば

波　　史
ふ み な

菜さん
IntroductionIntroduction

～　ま ち の 人 紹 介 　～

「
児
童
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の

中
で
、
し
っ
か
り
学
習
を
し
な
が

ら
楽
し
い
思
い
出
も
作
れ
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
旭
川
市
の
教
育
大

学
を
卒
業
後
、
今
年
４
月
か
ら
雄
武
小
学
校

に
赴
任
し
た
名
寄
市
出
身
の
難
波
さ
ん
。

　
雄
武
町
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
「
父

の
出
身
地
で
あ
り
、
水
産
物
が
豊
富
で
あ
る

点
に
魅
力
的
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
教
諭
を
志
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は

「
も
と
も
と
英
語
が
好
き
で
、
英
語
の
教
員

を
目
指
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
小
学

校
と
中
学
校
で
の
教
育
実
習
を
通
し
て
児
童

と
関
わ
る
中
で
、
小
学
校
教
諭
を
希
望
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
現
在
は
特
別
支
援
学
級
の
担
任
を
務
め
て

お
り
「
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
が
学
習
内
容
を
理
解

し
て
喜
ん
だ
り
、
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
る

姿
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
責
任
感
を
持
っ

て
職
務
を
果
た
せ
る
教
諭
を
目
指
し
、
見
識

を
広
げ
る
た
め
、
通
常
学
級
の
担
任
も
経
験

し
て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
、
意
欲
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
休
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
聞
い
て
み

る
と
、「
趣
味
で
よ
く
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
児
童
の
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
描
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」
と
児
童
を
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。


